


建
造
物
・
絵
画
・
彫
刻
・
工
芸
品
・

書
跡
・
典
籍
・
古
文
書
・
考
古
資
料

と
い
っ
た
有
形
の
人
間
が
作
り
出
し

た
も
の
で
す
。
建
造
物
と
そ
れ
以
外

の
美
術
工
芸
品
に
大
別
さ
れ
て
い
ま

す
。 

演
劇
、
音
楽
、
工
芸
技
術
な
ど
無
形
の
人
間
の
「
わ
ざ
」
。

こ
の
「
わ
ざ
」
を
体
得
し
た
個
人
や
団
体
に
よ
っ
て
具
体

的
な
形
と
な
っ
て
私
た
ち
の
目
に
見
え
て
き
ま
す
。 



建
造
物
・
絵
画
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彫
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・
工
芸
品
・

書
跡
・
典
籍
・
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文
書
・
考
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資
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と
い
っ
た
有
形
の
人
間
が
作
り
出
し

た
も
の
で
す
。
建
造
物
と
そ
れ
以
外

の
美
術
工
芸
品
に
大
別
さ
れ
て
い
ま

す
。 

演
劇
、
音
楽
、
工
芸
技
術
な
ど
無
形
の
人
間
の
「
わ
ざ
」
。

こ
の
「
わ
ざ
」
を
体
得
し
た
個
人
や
団
体
に
よ
っ
て
具
体

的
な
形
と
な
っ
て
私
た
ち
の
目
に
見
え
て
き
ま
す
。 



衣
食
住
・
生
業
・
信
仰
・
年
中
行

事
に
関
す
る
風
俗
や
習
慣
、
民
俗
芸

能
、
民
俗
技
術
な
ど
無
形
の
も
の
と
、

こ
れ
ら
に
用
い
ら
れ
る
衣
服
・
器
具
・

家
屋
な
ど
有
形
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

古
墳
・
城
跡
・
集
落
跡
・
窯
跡
な

ど
の
遺
跡
、
庭
園
・
橋
梁
・
峡
谷
・

海
浜
・
山
岳
な
ど
の
名
勝
地
、
動
物
・

植
物
・
地
質
鉱
物
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
史
跡
、
名
勝
、
天
然
記
念
物

に
区
分
し
て
い
ま
す
。 

地
域
社
会
に
お
け
る
人
々
の
生
活
や
生
業
、
そ
の
土
地
の

風
土
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
景
観
地
で
す
。
平
成
17
年
4
月
1

日
の
文
化
財
保
護
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
導
入
さ
れ
た
新
し

い
文
化
財
の
概
念
で
、
具
体
的
に
は
棚
田
の
風
景
が
あ
り
ま

す
。 周

囲
の
景
観
と
一
体
と
な
り
歴
史
的
風
致
を
形
成
し
て
い

る
伝
統
的
な
建
造
物
群
で
す
。
こ
の
近
辺
で
は
恵
那
市
岩
村

町
本
通
り
、
南
木
曾
町
妻
籠
宿
が
該
当
し
ま
す
。 そのほか、土地に埋蔵された文化財（埋蔵文化財）

や、文化財の保存・修復に必要な伝統的な技術や技法
（文化財の保存技術）も保護の対象となっています。 

な
り
わ
い 



国
は
、
文
化
財
の
う
ち
特
に
価
値
の
高
い
も

の
を
重
要
文
化
財
や
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
な

ど
に
指
定
ま
た
は
登
録
す
る
こ
と
で
、
重
点
的

に
保
護
し
て
い
ま
す
。
 

文
化
財
に
「
指
定
」
さ
れ
る
と
、
そ
の
価
値

を
損
な
う
行
為
が
強
く
制
限
さ
れ
ま
す
。
例
え

ば
、
土
岐
市
に
あ
る
国
指
定
史
跡
「
乙
塚
古
墳

附
段
尻
巻
古
墳
」
の
発
掘
調
査
を
計
画
し
た
場

合
、
事
前
に
そ
の
目
的
と
具
体
的
な
内
容
を
記

し
た
「
現
状
変
更
許
可
申
請
書
」
を
国
（
文
化

庁
）
に
提
出
し
、
そ
の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
際
、
古
墳
の
造
ら
れ
方
を
調

べ
よ
う
と
墳
丘
の
大
半
を
削
っ
た
り
、
石
室
を

解
体
し
よ
う
と
す
る
計
画
を
提
出
し
て
も
許
可

は
さ
れ
ま
せ
ん
。
 

ま
た
文
化
財
の
「
登
録
」
は
、
指
定
と
比
較

す
る
と
、
緩
や
か
な
保
護
措
置
（
届
け
出
制
と

指
導
・
助
言
な
ど
を
基
本
と
す
る
規
制
）
が
取

ら
れ
ま
す
。
 

そ
の
ほ
か
、
岐
阜
県
や
土
岐
市
で
も
文
化
財

保
護
条
例
を
制
定
し
て
お
り
、
地
域
で
価
値
の

高
い
文
化
財
を
選
択
し
指
定
す
る
こ
と
で
、
そ

の
保
存
を
県
（
市
）
民
に
義
務
付
け
て
保
護
を

図
っ
て
い
ま
す
。
 

埋
蔵
文
化
財
は
、
地
下
に
埋
没
し
て
い
る
た

め
、
発
掘
し
な
け
れ
ば
そ
の
価
値
を
評
価
で
き

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
ほ
か
の
文
化
財
と
は
異

な
っ
た
保
護
措
置
が
取
ら
れ
ま
す
。
埋
蔵
文
化

財
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
土
地
を
「
周
知
の

埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
」
と
い
い
ま
す
。
文
化
財

保
護
法
で
は
、
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
に

お
い
て
、
土
木
工
事
な
ど
の
開
発
事
業
を
行
う

場
合
に
は
事
前
の
届
け
出
を
、
ま
た
新
た
に
遺

跡
を
発
見
し
た
場
合
に
も
届
け
出
を
都
道
府
県

（
政
令
指
定
都
市
）
の
教
育
委
員
会
に
行
う
よ

う
定
め
て
い
ま
す
。
土
木
工
事
な
ど
の
開
発
事

業
の
届
け
出
が
あ
っ
た
場
合
、
都
道
府
県
（
政

令
指
定
都
市
）
の
教
育
委
員
会
が
、
そ
の
取
り

扱
い
方
法
を
決
め
ま
す
。
そ
し
て
、
ど
う
し
て

も
遺
跡
を
現
状
の
ま
ま
保
存
で
き
な
い
場
合
に

は
、
事
前
に
発
掘
調
査
を
行
っ
て
遺
跡
の
記
録

を
残
す
こ
と
で
、
保
存
の
代
替
措
置
と
し
ま
す
。
 

 長
い
歴
史
の
中
で
生
ま
れ
、
先
人
達
が
残
し

て
く
れ
た
文
化
財
。
今
度
は
私
た
ち
の
手
で
未

来
の
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。
 

詳しくは､文化振興課（内線556）へどうぞ。 

 



11
月
13
日（
木
）か
ら
16
日（
日
）ま
で
、
第
51
回
市
美
術
展
（
一
般
の
部
）
が
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年
の
応
募
作
品
は
、
9
部

門
4
7
9
点
（
う
ち
選
外
18
点
）、
特
別
出
品
69
点
の
5
3
0
点
が
展
示
さ
れ
、
鑑
賞
に
訪
れ
た
人
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
 

各
部
門
の
上
位
入
賞
作
品
・
入
賞
者
を
紹
介
し
ま
す
。
〈
敬
称
略
〉
 

日
本
画
の
部
 

洋
画
の
部
 

彫
刻
の
部
 

陶
芸
の
部
 

書
道
の
部
 

土
岐
市
文
化
祭
・
第
　
回
美
術
展
 

51

 

市
展
賞
　
田
中
八
重（
駄
知
町
）  

市
長
賞
　
加
藤
　
勉（
下
石
町
） 

議
長
賞
　
松
本
共
子（
駄
知
町
） 

教
育
委
員
長
賞
　
鈴
木
た
に
ゑ（
同
） 

＊
奨
励
賞
８
点
・
入
選
31
点 

 

市
展
賞
　
志
水
　
弘（
泉
町)  

市
長
賞
　
加
藤
孝
司（
川
辺
町
） 

議
長
賞
　
石
原
　
昭（
各
務
原
市
） 

教
育
委
員
長
賞
　
山
田
雅
子（
泉
町
） 

東
濃
洋
画
家
連
盟
賞  

長
江
鉄
夫（
瑞
浪
市
） 

　
　
　
　
　
　
　
　  

知
原
千
代
子（
泉
町
） 

＊
奨
励
賞
11
点
・
入
選
36
点 

 

市
展
賞
　
松
山
真
梨（
瀬
戸
市
） 

市
長
賞
　
大
林
義
雄（
瑞
浪
市
） 

議
長
賞
　
大
橋
高
明（
土
岐
津
町
） 

教
育
委
員
長
賞
　
渡
辺
賢
一（
美
濃
加
茂
市
） 

＊
奨
励
賞
３
点
・
入
選
12
点 

 

市
展
賞
　
加
藤
衛
司（
泉
町
） 

市
長
賞
　
松
本
雄
一
朗（
同
） 

議
長
賞
　
古
田
正
己（
肥
田
町
） 

教
育
委
員
長
賞
　
根
崎
隆
博（
泉
町
） 

＊
奨
励
賞
８
点
・
入
選
28
点 

 

市
展
賞
　
早
川
林
花（
多
治
見
市
） 

市
長
賞
　
可
児
武
雄（
可
児
市
） 

議
長
賞
　
山
田
祐
華（
春
日
井
市
） 

手工芸の部・市展賞「ふるさと」 
各務靖子さんの作品 

彫刻の部・市展賞「追想」 
松山真梨さんの作品 

日本画の部・市展賞「早春の開田村」　田中八重さんの作品 

洋画の部・市展賞「蔦」　志水　弘さんの作品 

力
作
・
秀
作
が
ず
ら
り
 

2008.12.1　広報とき 
6



硬
筆
書
道
の
部
 

写
真
の
部
 

商
業
美
術
の
部
 

手
工
芸
の
部
 

教
育
委
員
長
賞
　
宮
川
章
波（
多
治
見
市
） 

＊
奨
励
賞
9
点
・
入
選
34
点 

 

市
展
賞
　
玉
樹
典
子（
下
石
町
） 
 

市
長
賞
　
酒
井
智
仔（
肥
田
町
） 

議
長
賞
　
清
水
智
美（
桑
名
市
） 

教
育
委
員
長
賞
　
岡
嶋
八
千
代（
多
治
見
市
） 

＊
奨
励
賞
3
点
・
入
選
11
点 

 

市
展
賞
　
鴨
下
郁
夫（
多
治
見
市
） 

市
長
賞
　
河
村
道
春（
土
岐
津
町
） 

議
長
賞
　
垣
見
文
男（
多
治
見
市
） 

教
育
委
員
長
賞
　
長
瀬
　
操（
駄
知
町
） 

＊
奨
励
賞
24
点
・
入
選
83
点 

 

市
展
賞
　
上
地
　
愛（
瑞
浪
市
） 

市
長
賞
　
吉
田
　
悠（
多
治
見
市
） 

議
長
賞
　
小
池
万
穂（
中
津
川
市
） 

教
育
委
員
長
賞
　
各
務
千
恵（
下
石
町
） 

＊
奨
励
賞
19
点
・
入
選
72
点 

 

市
展
賞
　
各
務
靖
子（
土
岐
津
町
） 

市
長
賞
　
中
島
嘉
彗（
曽
木
町
） 

議
長
賞
　
伊
藤
美
和
子（
肥
田
町
） 

教
育
委
員
長
賞
　
清
水
昌
文（
同
） 

＊
奨
励
賞
７
点
・
入
選
24
点 

  

写真の部・市展賞「オセロ夫婦」 
鴨下郁夫さんの作品 

商業美術の部・市展賞「共生？」　上地　愛さんの作品 
 

硬筆書道の部・市展賞「千字文」　玉樹典子さんの作品 

書道の部・市展賞「中国明詩二首」 
早川林花さんの作品 

陶芸の部・市展賞「深まる紅葉」 
加藤衛司さんの作品 

詳
し
く
は
、
文
化
振
興
課
（
内
線
５
５

５
）
へ
ど
う
ぞ
。
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年末年始のし尿収集は、年末は12月27日（土）まで、年始は　1　月　5　日（月）
からです。 
12月28日（日）から　1　月　4　日（日）までは収集しませんので、年内に収集

の必要な方は、12月15日（月）までに申し込んで（番地まで記入して）くだ
さい。 
16日以降の申し込み分については、新年の収集になりますのでご注意

ください。 
★必ず、し尿処理券を用意してください。また、電話での申し込みは受
け付けませんので、ご注意ください。 

12月31日（水）～平成21年　1　月　4　日（日）までは休業となります。 
　1　月　5　日（月）からは通常業務となります。 

＊年末は受け付けが大変混雑し、待ち時間が長くなります。早めに搬入
するようにしてください。 

＊混雑を避けるために、あらかじめ可燃・不燃・粗大・資源物に分別し、
まとめて持ち込んでください。（家庭ごみの処理手数料は、無料です） 

年末のごみ収集は、下記の日程で行います。 
詳しくは、収集カレンダーをご覧ください。 

詳しくは、衛生センター（　○55 3429）へどうぞ。 

詳しくは、環境センター（　○55 3325）へどうぞ。 

12月の粗大ごみ収集の申し込みは、12月15日（月）午後　5　時15分までです。
必ず電話で申し込みをして、指定日に集積場所へ出してください。 

環境センターでは、年末のごみの直接搬入を下記の日程で受け付けます。 



事　件　メ　モ 



市
で
は
、
今
年
の
６
月
に
市
内
在
住
の
 

20
歳
以
上
の
男
女
各
５
０
０
人
計
１
０
０

０
人
（
無
作
為
抽
出
）
を
対
象
に
、
土
岐

市
「
男
女
共
同
参
画
市
民
意
識
調
査
」
を

実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
調
査
は
「
土
岐
市

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
（
2
0
0
4
〜

2
0
1
3
）
を
、
よ
り
一
層
実
践
す
る
た

め
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
識
を
把
握
す

る
こ
と
を
目
的
に
行
い
、
４
７
４
通
の
回

答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

そ
の
結
果
を
、
「
土
岐
市
男
女
共
同
参

画
プ
ラ
ン
（
2
0
0
4
〜
2
0
1
3
）
市

民
意
識
調
査
報
告
書
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版

（
本
紙
と
同
時
配
布
）
に
ま
と
め
ま
し
た

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

意
識
調
査
の
結
果
は
、
次
の
５
つ
の
要

点
に
ま
と
め
て
あ
り
ま
す
。
 

①
男
女
平
等
・
性
別
役
割
分
担
意
識
に
つ

い
て
 

②
地
域
活
動
や
家
庭
生
活
と
仕
事
と
の
バ

ラ
ン
ス
に
つ
い
て
 

③
女
性
の
就
労
に
つ
い
て
 

④
女
性
の
人
権
に
つ
い
て
 

⑤
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
 

ま
た
、
意
識
調
査
に
は
、
皆
さ
ん
か
ら

貴
重
な
、
ご
意
見
・
ご
要
望
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
 

 
                    「

男
女
共
同
参
画
社
会
」
と
は
、
男
女

が
互
い
に
人
権
を
尊
重
し
つ
つ
、
責
任
も

分
か
ち
合
い
、
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、

そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ

と
が
で
き
る
社
会
の
こ
と
で
す
。
 

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
・

ご
要
望
を
紹
介
し
な
が
ら
、
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
を
少
し
ず
つ
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
 

市民課・住民係 
内線141～144



『
東
濃
一
の
学
校
』
を
目
指
し
て
、
生

徒
・
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
始

め
て
3
年
目
を
迎
え
ま
す
。
 

生
徒
会
で
は
、
そ

の
言
葉
を
目
標
に
掲

げ
「
あ
い
さ
つ
を
し

よ
う
」
「
時
間
を
守

ろ
う
」
「
服
装
を
整

え
よ
う
」
の
実
現
に

向
け
て
執
行
部
を
は

じ
め
、
6
つ
の
各
委
員
会
が
活
動
の
柱
と

な
り
、
月
ご
と
の
具
体
的
な
活
動
内
容
を

決
め
て
い
ま
す
。
 

特
に
、
後
期
生
徒
会
は
「
具
体
的
な
成

果
と
し
て
形
に
残
る
活
動
づ
く
り
」
に
し

よ
う
と
い
う
強
い
決
意
で
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
 

学
校
生
活
や
地
域
行
事
に
お
け
る
生
徒

の
意
欲
的
な
姿
の
一
端
を
紹
介
し
ま
す
。
 

 
地
域
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
か
ら
も
、
駄

知
中
の
あ
い
さ
つ
に
つ
い
て
、
高
い
評
価

を
頂
い
て
い
ま
す
。
登
下
校
の
あ
い
さ
つ

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
授
業
の
始
め
や
終

り
の
あ
い
さ
つ
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

級
長
や
学
習
委
員
が
教
室
の
前
･
後
に
立

ち
、
号
令
を
掛
け
ま
す
。
時
に
は
や
り
直

し
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
3
分
前
に
は

全
員
が
席
に
着
き
、
授
業
の
準
備
を
し
ま

す
。
こ
の
こ
と
が
授
業
に
真
剣
に
取
り
組

む
姿
と
な
っ
て
表
れ
て
い
ま
す
。
 

 
生
徒
は
、
自
ら
進

ん
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
参
加
し
て

い
ま
す
。
学
校
で
は
、

事
前
研
修
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
参
加
証
を
渡

し
、
生
徒
の
意
識
を

高
め
て
い
ま
す
。
 

駄
知
町
に
は
、
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」

「
ど
ん
ぶ
り
ま
つ
り
」
「
町
民
運
動
会
」

な
ど
の
行
事
が
あ
り
ま
す
。
今
年
は
延
べ

1
2
0
人
に
近
い
生
徒
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

行
事
に
補
助
・
係
員
と
し
て
参
加
し
ま
し

た
。
自
分
の
働
き
が
人
の
役
に
立
つ
と
い

う
達
成
感
。
「
よ
く
働
い
て
く
れ
た
。
若

い
力
は
あ
り
が
た
い
」
と
お
褒
め
の
言
葉

を
頂
き
、
自
分
が
認
め
ら
れ
た
と
い
う
満

足
感
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し

た
。
生
徒
は
地

域
に
育
て
ら
れ

て
い
る
こ
と
を

実
感
し
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
 

今
後
と
も
家
庭
・
地
域
の
皆
さ
ま
に
見

守
ら
れ
な
が
ら
、
「
思
い
や
り
の
心
」
を

育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 



西陵中学校の生徒が、給食センターに職場体験学習
に来てくれました。実際に給食を作っている現場で調
理、洗浄などの作業を行ってもらいました。この体験
を通して、給食を作る苦労や工夫などを知り、食べ物
を大切に感じてもらえたらと願っています。 

●自分たちで作った　2　日間の給食は、学校で食べ
ている給食よりも、おいしかったです。（Ｙ.Ｋさん） 
●　2　年C組では、みんなお代わりしてあまり残さ
ないのですが、やっぱりどの食缶も全部食べるこ
とが大切だと思いました。（Ｙ.Ｓさん） 
＊短歌で感想 
●　2　日間　釜をまぜたり　したけれど　終わった
日には　気分がいいね　（Ａ.Ｈさん） 

10月の学校給食では、収穫の秋を意識して、「旬の食べ物をおい
しく食べよう」を目標としました。「旬」は野菜や果物、魚などの食
べ物が一番おいしくて、栄養価も高い時期のことです。秋が旬の食
材は数多くありますが、今回は、旬のニンジンを使った「キャロッ
トポタージュ」を紹介します。 



12月22日（月）  
 
12月24日（水） 
 
 
12月18日（木） 
 

午前10時～11時30分 
午後　1　時30分～　3　時 
 
午前10時～11時30分 
 
 
午後　1　時～　3　時30分 
 

 
 
 

保健センター  
 
 

相談員：保健師・管理栄養士 
みそ汁の塩分測定を希望の
方は、当日朝の、みそ汁を
50ml程お持ちください。  
定　員：20人 
先着10人まで託児可能 
締め切り：12月16日（火） 

乳幼児の保護者  
 
市民 
 

　4　カ月健診を受けられ
たお子さんの保護者  
 
平成19年12月以前に生
まれた　2　歳未満のお子
さん 
 
 
 
 
平成20年　8　月以前に生
まれた　7　歳半未満のお
子さん 
 
 
 

①麻しん、風しん両方にかかったことがないお子さんは、接種の対象になります。 
②麻しん、風しんのいずれかにかかったことがあるお子さんは、接種の対象になります。 
③麻しん、風しん両方にかかったことがあるお子さんは、接種はできません。 
該当するお子さんは、12月15日（月）までに保健センターへお申し込みください。 

①平成20年　8　月生まれのお子さんは、保健センターで実施するＢＣＧ予防接種時に申
し込みの受け付けをします。 

②平成20年　7　月以前に生まれた　7　歳半未満のお子さんで、　3　種混合予防接種を　3　回接
種したことがなく、今までに申し込みをされていない場合は、12月15日（月）まで
に保健センターへお申し込みください。 

③平成19年12月までに　3　種混合予防接種（初回）を　3　回接種終了されているお子さん
は、追加接種を12月15日（月）までに保健センターへお申し込みください。 

※百日せきと診断されたことがある場合は、保健センターへご相談ください。 

※個別予防接種の申し込みは、保健センターへFAX（○53　0095・送信後の電話確認をお願いします）または市のホームページからお申し込みく
ださい。 

※接種は　1　月からですが、12月25日（木）以降に申し込みされた医療機関で、接種日時を予約の上、接種してください。 
※接種前には、市が配布した「予防接種と子どもの健康」をよく読み、予診票に必要事項を記載し、母子健康手帳を持ってお出掛けください。 

キシリトールガムで虫歯予防できることを知っていますか？ 
キシリトールは、白樺や樫の木などの原料から作られる天然素材の甘味料です。また、 
糖アルコールと呼ばれる炭水化物の一種で、砂糖と同じくらいの甘さがあります。 
キシリトールは砂糖と同じくらいの甘さがあるのに、虫歯の原因となる酸を作りません。 
さらに虫歯菌を減らして歯を丈夫にする効果があるので、虫歯を防ぐために多くの国で積極的に活用されてい
ます。 
なぜ虫歯にならないのでしょうか？虫歯菌は、砂糖をエサにしてプラーク（歯垢）と酸を作ります。しかし、
キシリトールは虫歯菌のエサになりません。それでも虫歯菌はキシリトールをエサにしようとします。その結
果、虫歯の活動は弱まり数が減っていくのです。 
キシリトールには多くの効果があります。　①プラークを作らない　②酸を作らない　③プラークの量を減
らし、歯磨きで落としやすくする　④虫歯菌を減らす　⑤再石灰化を助ける　⑥キシリトールの甘さで唾液が
たくさん出る　⑦唾液中のカルシウムを安定させて、歯に運ぶ働きがある。このような効果により虫歯だけで
なく歯周病の予防にもなります。 
このようにキシリトールは虫歯にならない甘味料の中でも、特に虫歯予防効果があります。甘いものすべて
を控えるのではなく、甘いけれど虫歯予防の強い味方として使うことで予防はもっと楽しくなるのです。 

だ　えき 

インフルエンザの多くは、感染した人の咳・くしゃ
み・つばなどのしぶきとともに放出されたウイルスや、
しぶきが乾燥し空気中を漂流しているウイルスを吸入
することによって感染します。そのため、熱・咳・く
しゃみなどの症状のある人は、必ずマスクを付けるな
どの「咳エチケット」守りましょう。 
また、予防のためには日ごろから十分に休養を取り、
体力や抵抗力を高め、バランスよく栄養を取り、規則
正しい生活をして感染しにくい状態を保つとともに、
外出後のうがいや手洗いを日常的に行い、流行期には
人込みや繁華街への外出を控えることも重要です。 



◆応募資格　平成21年　4　月　1　日現在、
15歳以上17歳未満の男子で中学校卒業
（見込みを含む）者 
◆　1　次試験期日　平成21年　1　月10日（土） 
※　2　次試験の期日は未定 
◆試験会場　航空自衛隊岐阜基地（各
務原市） 
◆締め切り　平成21年　1　月　6　日（火） 
詳しくは、自衛隊恵那地域事務所へ。 
 
 
 
 
文部科学省所管の（財）国際青少年
研修協会では、国際性を養うことを目
的とした海外派遣事業の参加者を募集
しています。 
●冬期青年海外派遣事業 

◆内容　ホームステイ、ボランティア、
文化交流、職業体験、学校体験、英語
研修、地域見学、野外活動など 
◆派遣先　イギリス、オーストラリア、
カナダ、カンボジア、フィジー 
◆日程　平成21年　2　月25日（水）～　3　月
12日（木）までの間の　8　～14日間 
◆対象　18歳以上 
◆参加費　25～36万円 
※共通経費は別途 
◆締め切り　平成21年　1　月16日（金） 
●小学生～高校生のための春休み海外

派遣事業 

◆内容　ホームステイ、学校体験、英
語研修、野外活動、ボランティア体験、
文化交流、地域見学など 
◆派遣先　アメリカ、イギリス、オー
ストラリア、カナダ、ニュージーラン
ド、フィジー、カンボジア 
◆日程　平成21年　3　月26日（木）～　4　月
　5　日（日）までの間の　8　～11日間 
◆対象　小学校　2　年生～高校　3　年生 
◆参加費　28.5～40.5万円 
※共通経費は別途 
◆締め切り　平成21年　2　月　6　日（金） 
申し込みなど詳しくは、（財）国際

青少年研修協会（　03-3359-8421）へ。 

国民健康保険に加入している65～74
歳の方には、　8　月末に特定健診の受診
券を郵送しました。受診期間は、12月
27日（土）までとなっており、その期間
を過ぎると特定健診を受診していただ
くことができなくなりますので、お早
めに受診してください。 
詳しくは、保険年金係へどうぞ。 
 
 
 
 
保安林以外の森林について　1　haを超

える開発「土石または樹根の発掘、開
墾そのほかの土地の形質を変更する行
為」を行おうとする場合には、事前に
申請し、県知事の許可を受けることが
必要です。 
また、　1　haを超えない場合でも伐採
届が必要であったり、他法令によって
規制されている場合がありますので、
お問い合わせください。 
詳しくは、県東濃農林事務所（　
○23　1111・内線290）へどうぞ。 
 
 
 
 
「石綿による健康被害の救済に関す
る法律」が一部改正され、平成18年　3　
月26日以前に石綿による疾病で死亡さ
れた労働者のご遺族で、時効により労
災保険給付を受ける権利が消滅した方
にも、特別遺族給付金が支給されるこ
ととなり、その請求期限が平成21年　3　
月27日から平成24年　3　月27日まで延長
されました。 
労災保険法による遺族補償給付につ
いては、請求手続きを行わないで、死
亡された日の翌日から　5　年を経過した
場合は、時効により遺族補償給付を受
けることはできません。 
これらの請求手続きなど詳しくは、
岐阜労働局労災補償課（　058-245-81 
05）または最寄りの労働基準監督署へ。 

市では、成人式典を開催します。土
岐市に住民登録されている方（12月　1　
日現在）には、12月初旬に案内状を送
付します。 
◆期日　平成21年　1　月12日（月・祝） 
◆対象　昭和63年　4　月　2　日から平成元
年　4　月　1　日生まれの方 
※住民票を他の市町村へ移された方で、
式典に参加希望される方は、生涯学習
課へご連絡ください。 
詳しくは、生涯学習課へどうぞ。 
 
 
 
 

◆日時　12月24日（水）午前10時～午後
　3　時 
◆場所　東濃西部総合庁舎・　1　階ロビー 
◆内容　　採れたての野菜やお正月用
品などの販売　　恵那農業高等学校の
生徒が丹精込めて育てたシクラメンの
販売 
詳しくは、東濃振興局産業労働課

（　○23　1111・内線221）へどうぞ。 
 
 
 
 
建退共制度は、建設現場で働く方々

のために国が作った業界全体の退職金
制度です。 
◆制度の特長　　国の制度なので安
全・確実・申し込みが容易　　経営事
項審査で加点評価の対象　　掛け金の
一部を国が助成　　掛け金は、税法上
全額非課税　　事業主が変わっても、
退職金は企業間を通算して計算 
◆加入できる事業主　建設業を営む方 
◆対象となる労働者　建設業の現場で
働く人 
◆掛け金　日額　310円 
詳しくは、建退共岐阜県支部へどう

ぞ。 



種　類 

科目履修生 
（　6　カ月在学） 
選科履修生 
（　1　年間在学） 
全科履修生 

（　4　年以上在学） 
修士科目生 
（　6　カ月在学） 
修士選科生 
（　1　年間在学） 

入学料 

6,000円 
 

8,000円 
 

22,000円 
 

12,000円 
 

16,000円 

授　業　料 

 

　1　科目（　2　単位）
当たり11,000円 
（テキスト代を含む） 
 
 

　1　科目（　2　単位）
当たり22,000円 
（テキスト代を含む）

 
 

市施設管理公社では、公園などの施
設管理に従事する職員を募集します。 
◆募集人員　　6　人 
◆応募資格　昭和17年　4　月　2　日以降に
生まれた方で、普通自動車運転免許所
有者 
◆勤務時間　午前　8　時30分～午後　5　時
15分 
◆給料　月額114,000円 
※期末勤勉手当など支給 
◆採用日　平成21年　4　月　1　日 
◆締め切り　12月26日（金） 
申し込みなど詳しくは、（財）土岐

市施設管理公社へどうぞ。 
 
 
 
 
多治見市医師会准看護学校では、次

の通り平成21年度の生徒を募集します。 
◆募集人員　28人 
◆受験資格　心身共に健康で、中学校
卒業以上の学歴を有する者（見込みを
含む） 
◆願書提出期間　平成21年　1　月　9　日
（金）～30日（金） 
◆試験日　平成21年　2　月　4　日（水） 
◆試験会場　多治見市医師会館・　2　階
大ホール 
◆試験科目　数学・国語・英語および
面接 
◆合格発表　平成21年　2　月12日（木）に、
本人へ郵送。 
詳しくは、多治見市医師会准看護学

校（　○22　3051）へどうぞ。 

放送大学では、平成21年度第　1　学期
（　4　月入学）の学生を募集しています。
放送大学は、テレビなどの放送を利用
して授業を行う通信制の大学で、働き
ながら学んで大学を卒業したい、学び
を楽しみたいなど、さまざまな目的で、
幅広い世代、職業の方が学んでいます。 
◆期間　平成21年　4　月　1　日（水）～ 
◆場所　多治見市学習館 
◆出願期間　12月16日（火）～平成21年
　1　月27日（火） 
◆対象　　選科・科目履修生＝15歳以
上の方　　全科履修生＝18歳以上の大
学入学資格をお持ちの方　　修士科目・
選科生＝18歳以上の方 
◆科目　心理学・福祉・経済・歴史・
文学・自然科学など 
◆入学料・受講料 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※入学者が20人以上の場合は、入学料
が半額になります。 
●大学説明会 

◆日時　平成21年　1　月18日（日）午後　1　
時30分～ 
◆場所　多治見市学習館 
詳しくは、多治見市学習館へどうぞ。 

東濃保健所では、複雑な食品表示を
できるだけ分かりやすく解説した「食
品表示ハンドブック」を活用して、食
品表示の基礎を理解していただく講座
を開催します。 
◆日時　12月17日（水）午後　1　時30分～
　3　時30分 
◆場所　東濃西部総合庁舎・　5　階大会
議室 
◆対象　食品表示に関心のある消費者
の方（過去に参加された方を除く） 
◆定員　50人程度 
◆参加費　無料 
◆締め切り　12月12日（金） 
◆申し込み　住所・氏名・電話番号・
「食品表示基礎講座参加希望」を明記
し、ハガキまたはＦＡＸで、東濃保健
所生活衛生課（〒507-8708　多治見市
上野町5-68-1、　○25　6657）へお申し込
みください。 
詳しくは、東濃保健所生活衛生課

（　○23　1111・内線359）へどうぞ。 

11月　9　日（日）、市総合公園野
球場で市長旗争奪土岐市高等学校
野球大会が開催されました。 
結果は、次の通りです。 

●優勝　土岐紅陵 

●　2　位　土岐商業 

※　1　勝　1　敗により抽選 






